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現 職 院 牛













































































































・教 師 とは 全 然 違 った 日で 甲て くれ る
・教師にもいい刺激になる
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・授 業中嘆ってしまう子 の ・プリントの印刷(授業時
間全部)
・丸つけ(子どもがテストを










































































た生とのやりとt ・ 警 薬 に 人 る 各 クラ ス の 担 ・ほとんど教頭先生からの ・播 婁に入る各 クラスの llB 博=に入る牛 牛´ ・博 糞に入ス各 牛生と ・
IIB当の牛 牛 ・入る学級の先生
‐ 苗 牛 牛
・各字級の担任とはほとん 級 輌 牛 牛 ・教頭先生
た生とのやりとL 。当 日各授 業前 ・授 案中のアイコンタクト ・授 業の直前 ・
つヽりこりとし｀つ 。ヽりこり旧 ・事前の打ち合わせはない
1遍聞 Ⅲ (君口 に行 つた ・1日のふりかえリシー トを
は I、7理中 ・放課後










































・授 薬 俊 l今日 は あ りが とつ



















































































・腱 ■室 で一 人の 牛 牛 ル
















を増やしたい ・挨拶をしつかりする ・子ど1,の室鱗 知りたい
子どもに対する接し方の ・学校現場に入れる珍しい
機会
・ここでなにか得て帰らな
ければ
・牛生が播案をどのように
しているのか(教材研究的
な意味も)
・実習の反省から、発す
る言葉に意味を持とうと
いうな臓
・先生の仕事 にどんなt,の
'い
けど、やんちゃな子た
饉 Ьと一緒 に関わって、子ど
堕
・微力ながら役に立ってい
る、役に立てれば
・羅用の部分が 多丁雷
て、思つてた以上に子 ど
もや先生と関われなくて
・お世話になっている学校
になにか還元しないと
・先生がどのように子ども
に格しているのかを実際に
見て学ぶ
・先生方の指導のポイント
を知れる
・週1回なので、子どもとト
ラブルが起きた時に、どう
修復するかを気を付けて
・特別支援の子への対応
は、自分よりも先生がやっ
た方がいいのではないかと
思うことも
・子どもがいるときは目
の前のことでいつぱい
いっばいだが、子どもた
ちがいないと一人の時に
は、「私いま、先生してる
・先生方の授業の準備や
進め方を知りたい
・自分が教師に適している
かの見極め
・雑用だからこそ着手が
活きる(できる仕事をで
その他
言いたいこと
・もうちょっと制度をきち
んとしてほしい
ェスケープした子ども井・みんなが行つてるみたいに力くっつりじゃなかつた
(笑)から、参考にならない
かもしれないけど、私は楽
しかつた
・実習生が入る数室に入
ると、実習生がポラン
ティアに頼つてしまうか
ら、入らないてほしいと
言われたとき、頼られて
いるとわかつて博しかつ
・最初は先生ともあまり
お話ができなくて(声が
かけづらくて)、どうした
らよいか困つた
時間かけてみれるのはヽ
ボランテイアの特糧 かな
ル興ら
・先生によって学生の仕
事や立場の日■に差が
ある
あまリネガティプなことを
(学生に対して、入ってく
れている,いう■■かム
・1日の流れを明磁化し
てもらつてから、活動し
やすくなつた
・■員会腱等での共通理
に■t霞いのでitないか
Append破3 PCAGIP法による検討事例
筆者は実習生及びスクールサポーターとして、昨年度からX市立Y小学校でお世話
になっている。昨年度は実習として9月に連続して3週間、その後週1回程度ボランテ
ィアとして継続して関わらせてもらつている。昨年度は基本的に3年2組に固定して入
らせてもらい、今年度は担当の先生方との話合いをもとに、4年生の3学級に、必要に
応 じてそれぞれ入つている。昨年度から関わつている児童の中には、落ち着いて授業を
受けることが難しい子、学力が低く学習になかなかついていけない子、集団でまとまっ
て活動することが苦手な子など、個別の支援を必要とする気になる児童が数名存在する。
その中でもZ児は、昨年度の担任の先生も今年度の担任の先生も特に気にかけている児
童である。Z児は活発で陽気な性格で、周りの児童からも人気があり、学級の中心にい
ることが多い男児であるが、自分が気に入らないことがあると所構わず大きな声を出し
て暴れたり、友人にちょつかいをかけて トラブルを引き起こしたりすることも多々ある。
また授業時の個人作業等では、集中できなかったり周囲の児童の邪魔をしたりすること
もあり、その時には隣の空き教室で一人クールダウンしながら学習することも多い。多
くの先生がZ児の行動を気にかけているため、要所要所で個別の指導 。支援を行つてい
るが、Z児自身はそれを嫌がつている様子はなく、むしろ一対一で関わつてもらうこと
は好きなようである。筆者も担任の先生に依頼されたり、自ら許可を得たりしてZ児と
個別に関わることが多いが、解決につながらないことが多い。
筆者はZ児とどのように関わつていけばよいだろうか。
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